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刈谷豊田総合病院 

【地域において今後担うべき役割、今後持つべき病床機能】（Ｐ13、Ｐ14） 

1)地域医療構想に基づく医療体制の整備 

○地域医療構想に基づく高度急性期・急性期病床の整備 

・地域で必要とされる高度急性期・急性期の必要病床数を確保し、計画的に整備する

・地域の診療所からの紹介患者と救急患者を常時に受入可能な体制を整える 

・急性期治療の完了した患者の退院・転院を促進することで、急性期患者用の病床を

確保する 

 2) 急性期病院としての医療技術レベルの向上 

○急性期患者に対応する診療体制の整備 

  ・専用性の高いがん放射線治療機導入し、がん放射線治療実績を向上させる 

  ・化療センター活用により、がん外来化学療法の治療実績を向上させる 

  ・心筋梗塞患者に対応する体制を整え、治療実績を向上させる 

  ・脳卒中患者の診療体制を整備し、治療実績を向上させる 

3) 高齢者増加に対応した在宅医療の整備 

 ○関係機関と連携した訪問看護ステーションの利用者数の増加 

  ・地域の行政機関、診療所やケアマネージャーとの連係を強化することにより訪問看

護ステーションの利用者数を増加させる 

4) 健康を維持する予防医療の拡充 

 ○企業健診の新規獲得活動の強化と新メニュー提案による健診利用者数の増加 

  ・未契約企業の洗出しと営業活動により、契約企業を増加させる 

  ・契約健保組合に対し、魅力ある新メニューを提案し、新規利用者を発掘する 



【今後の方針】（Ｐ15） 

 現在 

（平成29年度病床機能報告）

 将来 

（2025年度） 

高度急性期 45  45 

急性期 585  585 

回復期 42 → 42 

慢性期 0  0 

  休床 38  0 

【診療科の見直し】（Ｐ16） 

【その他の数値目標】（Ｐ17） 

(1)医療提供に関する項目 

  ・ 病床稼働率：   90％以上               

  ・ 手術件数：    現在件数の維持               

  ・ 紹介率：      地域医療支援病院要件65％ 

  ・ 逆紹介率:     地域医療支援病院要件40％以上  

（２）経営に関する項目 

  ・ 人件費率：     現状維持 
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